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1. イントロダクション 

2026年6月9日（米国時間）、シリコンバレーから放たれた衝撃波が、わずか一晩で太平洋を

越え、ここ東京を直撃しました。Anthropicが発表した最新モデル「Claude Fable 5」の公

開と、翌10日に東京で開催された開発者カンファレンスでの実演。この圧倒的なスピード感

は、AI開発競争が新たな、そしてより過激なフェーズに突入したことを象徴しています。私

たちが目撃しているのは、単なる「便利なチャットボット」の更新ではありません。セキュ

リティの非専門家が「リモートコード実行のエクスプロイトを作ってほしい」と一言指示を

出すだけで、翌朝には実際に動作するコードが手元に届く。そんな、かつては空想の産物だ

った圧倒的知能が、ついに私たちの社会の「標準」として解き放たれたのです。 

2. 同じ「脳」を持つ二つの顔：Mythos（神話）とFable（寓話） 

今回、Anthropicは「Mythos 5」と「Fable 5」という、二つの極めて示唆的な名前を持つモ

デルを提示しました。特筆すべきは、両者の基盤となる「脳（基盤モデル）」は全く同一で

ありながら、その周囲を固める「安全装置」の設計思想のみが異なっている点です。そのネ

ーミングには、同社の深い哲学が込められています。 

● Mythos 5（ミュートス／神話）：  ギリシャ語で「語り継がれる根源的な物語」を

意味します。安全装置を一部解除し、潜在的な知能を極限まで引き出した「サーキ

ット専用車」です。 

● Fable 5（ファブラ／寓話）：  ラテン語で「教訓を含んだ安全な物語」を指しま

す。強力な原石であるMythosを、人間が社会で安全に扱えるよう加工した「安全弁

付きの市販車」という位置づけです。この「同一の知能を、出力の制限によって使

い分ける」というアプローチは、AIの性能がもはや制御なしには扱えないレベルに

達したことを暗に示しています。 

3. 「27年間眠っていたバグ」を掘り起こす：戦慄のサイバーセキュリティ能力 

Mythos 5が示したサイバーセキュリティ解析能力は、まさに「戦慄」の一言に尽きます。主

要OSやブラウザから未知の脆弱性（ゼロデイ）を自律的に特定し、それらを連鎖させる高度

な攻撃チェーンを独力で構築します。特に衝撃的なのは、堅牢さで知られるOpenBSDにおい

て、27年間もの間、誰の目にも触れずに潜伏していたバグを発見・修正したという事実で

す。セキュリティ非専門家が一晩でリモートコード実行のエクスプロイトを作ってと頼むだ

けで、翌朝には動くコードが返ってきた。前世代のOpus 4.8ではわずか2件だったエクスプ

ロイト開発の成功数が、Mythos 5では181件と、実に90倍以上の跳躍を見せています。この

あまりに巨大な力を制御するため、Anthropicは「プロジェクト・グラスウィング」と呼ば

れる限定プログラムを立ち上げました。これは重要インフラを守る「防御側」の組織にのみ

Mythosへのアクセスを許可するもので、AIがもはや「ガラスのように繊細、かつ危険な翼」

であることを物語っています。 



4. 指示を待たず、数日間働き続ける「自律性」の新基準 

Fable 5の真価は、単発の回答ではなく、その「自律的な労働能力」にあります。もはや人

間は細かいプロンプトを入力する必要はありません。新たに追加された「エフォート（Effo

rt）」設定により、LowからEx（エクストリーム）まで、人間は「費やすべき努力の総量」

を指示するだけでよくなりました。これは「プロンプト・エンジニアリング」から「インテ

ント（意図）ベースのリソース配分」への決定的な転換です。 

● 長期間の自律遂行：  サブエージェントを自ら生成・指揮し、数日間にわたって複

雑なプロジェクトを完遂します。 

● SWE-bench Proで80.3%を記録：  ソフトウェアエンジニアリング能力において、競

合のGPT-5.5（58.6%）を圧倒的な差で引き離しました。 

● 「視覚」を用いた自己修正：  自分が書いたコードの動作画面を「目」で確認。ノ

イズの多い画像に対しては、自ら「ブラシ」や「切り出しツール」を駆使して鮮明

化し、情報の精度を高める自律的な判断力。 

5. 安全性の新発明：危険を察知して「先祖返り」するフォールバック機構 

性能の追求と安全性の両立。この難問に対し、Anthropicは「フォールバック機構」という

巧妙な回答を用意しました。Fable 5には、以下の3つの特化型安全分類機（クラスファイ

ア）が常時稼働しています。 

1. サイバーエクスプロイト／マルウェア生成の検知 

2. 生物・化学兵器に関連する実験情報の遮断 

3. リーズニング・エキストラクション（思考プロセスの不正抽出）の防止これらの分

類機が危険を検知すると、モデルは回答を拒絶するだけでなく、処理を自動的に「C

laude 4.8」へと代行させます。最先端の知能が、危険を察知した瞬間に一段階前

の、より安全な世代へと「先祖返り」する。この多層防御こそが、フロンティアモ

デルを社会実装するための技術的な賢明さの象徴です。 

6. パラドックス：AIがAIを創る時代の到来 

「現在、Anthropic社内でマージされるコードの80%以上はClaudeが書いている」。この事実

は、AIが自らの後継機を設計・構築する「再帰的自己改善」が、もはや仮説ではなく現実で

あることを示しています。しかし、ここで一つのパラドックスが生じます。同社は最強のモ

デルを世に送り出しながら、「開発を一時停止できる選択肢を世界は持つべきだ」と警鐘を

鳴らしているのです。共同創業者のジャック・クラークは、この状況を「冷戦期の核軍縮交

渉」になぞらえました。加速を続けながらもブレーキの必要性を訴える。この一見矛盾した

姿勢こそが、単なる技術力では測れない同社のブランド価値の核心と言えるでしょう。 

7. 結論：私たちはこの「知能」とどう向き合うか 

Claude Fable 5の登場は、AIの立ち位置を「道具」から「同僚（共同相手）」へと決定的に

押し上げました。IPOを目前に控えたAnthropicの評価額は約9,650億ドルに達し、ついにOpe

nAI（約8,500億ドル）を市場価値で追い抜いたと報じられています。「速さ」と「安全性」

という、相反する要素を高い次元で統合したことが、市場の信頼を勝ち取った結果に他なり

ません。AIが自らのコードの8割を書き、人間に代わって27年越しのバグを修正し、自らツ



ールを使いこなして数日間思考し続ける世界。そのような未来において、私たち人間に最後

に残される役割とは何だと思いますか？ 
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